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こ
ん
に
ち
は　
　
　

保
健
師
で
す　

南
富
良
野
短
歌
会

学
校
だ
よ
り�

特　
　

集

教
育
委
員
会
通
信

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

ま
ち
の
話
題
・
出
来
事

こ
の
た
び
、
日
本
赤
十
字
社
北
海
道

支
部
よ
り
本
町
（
南
富
良
野
町
分
区
・

池
部
彰
分
区
長
）
に
赤
十
字
災
害
救
援

車
「
博
愛
号
」
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

当
車
両
は
、
赤
十
字
事
業
や
地
域
に

お
け
る
災
害
、
事
故
、
そ
の
他
緊
急
を

要
す
る
各
種
救
援
活
動
な
ど
に
幅
広
く

使
用
す
る
た
め
の
も
の
で
、
今
回
、
車

両
が
配
置
さ
れ
た
の
は
、
皆
さ
ん
の
赤

十
字
社
に
対
す
る
社
資
と
、
赤
十
字
奉

仕
団
、
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
奉
仕
団
に

よ
る
赤
十
字
思
想
の
普
及
・
啓
発
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
各
種
赤
十

字
運
動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

 
赤
十
字
災
害
救
援
車
「
博
愛
号
」
を
配
置  

 
災
害
時
の
救
護
・
救
援
活
動
に
活
躍 

社
会
福
祉
法
人
南
富
良
野
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
曽
慶
一
介
会
長
）
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
総
合

的
な
生
活
支
援
活
動
の
展
開
」
に
つ
い
て
、

こ
の
た
び
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
住
民
の
生

活
に
密
着
し
た
活
動
と
は
」「
社
協
ら
し
さ
・

社
協
に
し
か
で
き
な
い
活
動
と
は
」
を
模
索

す
る
中
、
平
成　

年
度
よ
り
権
利
擁
護
事
業

11

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

住
民
の
方
が
、
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
生

活
を
立
て
直
し
た
り
、
安
心
し
て
地
域
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
を
通
し

て
、
こ
の
事
業
こ
そ
地
域
生
活
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る
と
の
認

識
か
ら
、
平
成　

年
度
に
は
、
住
民
参
加
の

18

も
と
、
町
と
一
体
的
に
策
定
し
た
「
地
域
福

祉
実
践
計
画
」
に
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
づ
け
、
包
括
的
に
事

業
展
開
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
、
生
活

全
般
に
わ
た
る
相
談
を
中
心
に
「
あ
ん
し
ん

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や
道
内
の
市
町
村
社
協
で

は
初
と
な
る
「
法
人
後
見
」
な
を
展
開
し
、

常
に
「
住
民
の
生
活
を
支
え
る
」
と
い
う
視

点
で
の
取
り
組
み
が
、
先
駆
的
で
活
発
な
活

動
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
全
国
的
に
も
特
に

優
秀
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

全国表彰を受賞され町へ報告に訪れた
東雅雪副会長（左）曽慶一介会長（中央）
菅原勝夫副会長（右）

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

南
富
良
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
受
賞

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
第
9
回
南
富

良
野
町
社
会
福
祉
大
会
が　

月　

日
、
み
な
く
る
で

11

29

開
か
れ
、
町
内
の
福
祉
関
係
者
な
ど
1
9
0
人
が
出

席
し
、「
支
え
あ
う
地
域
づ
く
り
」
と
「
心
豊
か
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
曽
慶
一
介
会
長
が
、「
過
疎
や
少
子
高

齢
化
が
急
速
に
進
む
地
域
社
会
の
中
で
、
当
協
議
会

が
果
た
す
役
割
は
、
住
民
と
共
に
身
近
な
生
活
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
、
住
民
の
幸
せ

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
町
と
密
接
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
発

展
と
、
地
域
の
皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
を

展
開
し
、
役
職
員
一
堂
尚
一
層
の
努
力
を
し
て
参
り

た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
町
内
の
社
会
福
祉
事
業

の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た
1
団
体　

名
の
個
人
が
、
功

11

労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
「
脳
が

目
覚
め
る
健
康
教

室
」
と
題
し
て
、
く

も
ん
学
習
療
法
セ
ン

タ
ー
普
及
部
長
笠
木

明
氏
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
出
席
者
の

皆
さ
ん
は
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
や
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
が
作
っ
た
作
品
が
展

示
さ
れ
た
ほ
か
、
幾
寅
婦
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
か
ら
ま
つ
園
・
こ
ざ
く
ら
園
の

皆
さ
ん
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
が
催
さ
れ
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

 
第
９
回 
町
社
会
福
祉
大
会
開
か
れ
る 
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子
育
て
支
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セ
ン
タ
ー

寄
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・
寄
贈
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＠
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る

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

今
年
は
丑
年

ま
ち
の
話
題
・
出
来
事

町
で
は
、
例
年
、
新
年
度
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
、
地
域
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
伺
う
と
と
も
に
、
町
と
し
て
の
現
在
の

取
り
組
み
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
説

明
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
各
地
区
連
合
町

内
会
別
の
「
移
動
町
長
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
移
動
町
長
室
は
、　

月

20

12

1
日
か
ら
8
日
ま
で
の
間
、
町
内
5
地
区

の
会
場
で
開
催
さ
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
合

わ
せ
て
1
0
5
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
最
初
に
池
部
町
長
か
ら
、

富
良
野
広
域
連
合
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
ふ
く
し
あ
」、
一
般
ご
み
の
処
理
、
宅

地
分
譲
・
持
家
制
度
、
馬
鈴
薯
加
工
施
設

の
本
町
へ
の
誘
致
、
北
落
合
地
区
特
定
中

山
間
保
全
整
備
事
業
、
南
富
良
野
高
校
の

運
営
状
況
な
ど
、
現
在
町
が
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
懇
談
に
入
り
、
出
席
さ
れ
た

皆
さ
ん
か
ら
は
、
町
内
の
環
境
美
化
対
策

や
町
道
の
整
備
、
交
通
安
全
対
策
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
経
路
延
長
お
よ
び
運

行
時
刻
の
見
直
し
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
課
題
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
会
の
再
編
や
金
山
木
工
場
跡

地
の
利
活
用
、
小
学
校
の
統
廃
合
、
公
営

住
宅
東
団
地
の
取
り
壊
し
計
画
、
か
な
や

ま
湖
で
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
、
串
内
牧
場
の

運
営
状
況
な
ど
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
あ

り
、
町
長
お
よ
び
各
担
当
課
長
か
ら
町
の

考
え
方
や
対
応
策
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
要
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、

そ
の
緊
急
度
や
効
果
な
ど
を
勘
案
し
、
財

源
の
許
す
限
り
予
算
化
に
向
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�12月５日 幾寅地区移動町長室

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

平
成　

年
度 
移
動
町
長
室
を
開
催　

20

　

月　

日
、
南
富
良
野
町
農
業
委
員
会

11

28

（
小
林
彦
一
会
長
）
で
は
、
原
油
高
騰
に

よ
る
農
業
経
営
の
圧
迫
と
農
作
物
の
輸
入

増
加
に
よ
る
価
格
低
迷
な
ど
現
在
の
厳
し

い
農
業
情
勢
を
受
け
て
、
各
種
農
業
施
策

の
継
続
実
施
や
、
燃
料
や
生
産
資
材
の
高

騰
に
伴
う
新
た
な
農
業
支
援
対
策
に
つ
い

て
の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
「
農
業
振
興
施

策
に
関
す
る
建
議
書
」
を
池
部
町
長
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

建
議
書
で
は
、
町
独
自
の
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
る
農
業
元
気
づ
く
り
事
業

（「
地
力
増
強
事
業
」「
農
地
融
雪
促
進
事

業
」「
新
規
作
物
導
入
事
業
」）
に
つ
い
て

の
継
続
実
施
や
、
鹿
な
ど
に
よ
る
農
作
物

へ
の
食
害
対
策
と
し
て
全
町
的
な
鹿
防
護

柵
の
設
置
、
総
合
的
な
駆
除
対
策
の
検
討

と
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
、
農
業
経
営
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
遊
休
農
地
お

よ
び
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
対
す
る
農
地

流
動
化
対
策
の
強
化
、
地
産
地
消
へ
の
取

り
組
み
、
さ
ら
に
生
産
資
材
な
ど
の
高
騰

に
伴
う
町
単
独
に
よ
る
農
業
支
援
な
ど
に

つ
い
て
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
農
家
所
得
の
減
少
に
対
す
る
支

援
策
と
農
家
所
得
補
償
制
度
の
確
立
に
つ

い
て
、
国
や
道
に
対
し
て
積
極
的
に
要
望

す
る
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

町
と
し
て
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
安
定
と
振
興
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
の

財
政
事
情
を
勘
案
し
、
様
々
な
施
策
を
講

じ
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
建
議
書
」を
提
出　

　

南
富
良
野
町
農
業
委
員
会

町長に建議書を手渡す小林会長（左）と畠山職務代理者

農
業
委
員
会
で
は
、
優
良
農
地
の

確
保
、
農
業
経
営
者
お
よ
び
新
規
就

農
の
支
援
、
農
地
の
転
売
・
賃
借
権
・

転
用
の
許
認
可
事
務
、
農
業
後
継
者

の
育
成
・
確
保
な
ど
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ

せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

（
電
話　

‐
2
1
7
8
）
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